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9月 24日 未明から九州を襲つた台風18号は

各地に大きな被害をもたらしました。中でも

県内は最もひどく、多くの犠牲者を出しました。

自然の恐ろしさをあらためて痛感されたこと

でしよう。

今年は長雨、日照不足などで農作物に大き

な痛手を受けていた矢先の台風だけに、農家の

皆さんはただ愕然とされるばかりですが、気を

取り直し、後かたづけや残つた作物を大事に収

穫されていました。

出荷直前のメロン等施設園芸、水稲などに大きな被害

町
民
憲
章

´99

籐|ま 3

台風で 1階部分が倒壊した畜舎 (市野尾 )

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の蒸る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

■

敬老の日を前に、9月 10日、佐藤トヨさん
の入所先の老人保健施設「グリーンヒル」 (一

の宮町)に今村町長が訪問しました。明治32
年 5月 24日生まれの佐藤トヨさんをこの度、
内閣総理大臣祝状及び町からの表彰状と記念品

を贈り、めでたく百歳の長寿を祝しました。

長寿社会になつたとはいえ、百歳を迎えられ

たということは、誠に喜ばしいことで、今年部内

には14名の方が百歳の仲間入りをされました。

足腰は、弱つてはおられますが、まだまだ元気。

この日は、子や孫、曾孫までかけつけてのお祝

いにトヨさんは、大変嬉しそうで鼻歌混じりの

にこにこ顔で表彰を受けられました。
トヨさんの長寿のお祝いにかけつけた子や孫、曾孫のみなさん

■■

.r

本
年
の
熊
日
ひ
の
く
に
応
援
大
賞
の
奨
励
賞
を
高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡

協
議
会
（本
田
研

一
会
長
）
が
受
賞
。
こ
の
賞
は
、県
内
各
地
で
独
自
の
地
域

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を
顕
彰
す
る
目
的
で
（熊
本
日

日
新
聞
社
主
催
）、
平
成
九
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
三
十

一

団
体
が
応
募
。
（大
賞

一
団
体
、
奨
励
賞
六
団
体
、
特
別
賞

一
団
体
）

さ

域
の
儒

本
国
会
長

統

)

屎き璽
ぎ

し

た

鴨 中
た

』
今
後
も

地
域
の
伝
統

一
堂
に
会
じ

〓

餞
継

″ 負域
′`
つ 伝 「後継者育成と町のPRが

最大の目標」と本国会長

ヨ 10月 3日 の尾下菅原神社秋祭りで奉納され
る獅子舞も県の無形民俗文化財。後継者不足
を高森東小・中学校で育成。

県の無形民俗文化財
りは草部北部地区の

θ 9月 1日発売のふるさと
のおどりで牛深のハイヤ踊

りや山鹿灯篭踊りなどとと

もに峰の宿ばんば踊りが絵

入リハガキになりました。

原画作者は今村博信町長

です。＝
」

ユニークな上色見熊野座神社の神楽。

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 TEL 09676-2-111l FAX 09676-2-1174

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会

”
熊
欄
ひ
の
く
に
応
援
大
賞

奨
励
賞
受
賞

地掲き唄やとうきびひき唄
守る根子岳老人会

◎ 璽ti曇暑 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

■ ■

でとうごビいます
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郵
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(8月 末日現在 )
世帯数  2,613 (- 7)
男   3,801(- 9)
女   4,101(-19)
総  数  7,902 (-28)

人 口の動 き

E「

●

年
　
金
　
相
　
談
　
　
　
　
心
配
ご
と
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
と
　
き
　
十

一
月
二
十
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

‐・ |‐

 '

吻〃み″編
集
後
記

園

　

　

　

孫

′

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児
童
委
員

の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
つ

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十
月
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
卓
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
十
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
九
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

お
年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労

苦
に
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す

る
町
敬
老
会
が
、
各
校
区
婦
人
会
、

各
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

今
年
も
九
月
十

一
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
五
日
間
、
町
内
八
会
場
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
者
は
七
十
四
歳
が

九
十
九
名
、
七
十
五
歳
以
上
八
十

八
歳
未
満
が
八
〇

一
名
、
八
十
八

歳
以
上
が
九
十
八
名
の
計
九
九
八

名
と
、
金
婚

（結
婚
五
十
年
）
四
十

八
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（結
婚

六
十
年
）
四
組
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

各
地
区
で
の
敬
老
会
で
は
、
元

気
な
お
顔
で
お
じ
い
ち
や
ん
、
お

ば
あ
ち
や
ん
た
ち
が
出
席
。
今
村

町
長
や
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら

「
こ

れ
ま
で
、
仕
事
や
戦
争
、
子
育
て

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

つ
た
で
し

ょ
う
。
今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
あ

る
の
は
皆
様
の
ご
努
力
の

一
つ
ひ

と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

を
導
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
年
金
と
記
念
品
の

贈
呈
、
そ
し
て
、
熊
本
日
日
新
聞

社
か
ら
の
金
婚
ご
夫
婦

へ
の
表
彰

状
伝
達
な
ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は

保
育
園
や
校
区
婦
人
会
の
皆
さ
ん

の
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
敬
老
会
開
催
に
あ

た

っ
て
は
、
各
校
区
婦
人
会
の
皆

さ
ん
の
料
理
づ
く
り
な
ど
の
全
面

的
な
協
力
や
、
親
子
二
代
、
四
十

数
年
に
わ
た
り
敬
老
者
に
記
念
写

真
を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
福
永
紘
喜

さ
ん
や
、
金
婚
ご
夫
婦

へ
手
作
り

で
の

「
銭
亀
」
を
寄
贈
さ
れ
て
い

る
旭
通
の
馬
原
清
子
さ
ん
な
ど
、

多
方
面
の
方
々
の
温
か
い
ご
芳
志

を

い
た
だ
さ
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

入札糸吉果  (5,000,000円以上)

婦人会の皆様のパフオーマンスで会場を沸かせました

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

待
ち
に
待

っ
た
秋
空
が
よ
う
や

く
や

っ
て
き
ま
し
た
。
七
月
か
ら

の
長
雨

・
日
照
不
足
に
今
回
の
台

風
十
八
号
。
作
物
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
も
精
神
的
に
め

い
っ
て

い
る
矢
先
だ
け
に
、
ま
ば
ゆ
い
ば

か
り
の
太
陽
に
あ
り
が
た
さ
を
深

く
感
じ
ま
す
。

い
よ

い
よ
今
月
は
国
体
秋
季
大

会
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
選
手
や
応
援
者
が
本
町

に
も
た
く
さ
ん
来
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
少
し
で
も
良

い
思
い
出

を
全
国
各
地
に
持
ち
帰

っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。
「高
森
は
本
当

に
良

い
と
こ
ろ
、
又
来
ま
す
。
」
そ

ん
な
言
葉
が
聞
か
れ
る
大
会

に
、

皆
さ
ん
の
協
力
で
作
り
上
げ
た

い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
田
浩

請負金額(円 )

11.9ρ l～ 12.3/10

美都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

１０
月

１０

日

１０
月

Ｈ
日

１０
月

１７
日

１０
月

２４
日

１０
月

３１
日

Ｈ
月

３
日

Ｈ
月

７
日

Ｈ
月

１４
日

立

野

病

院

ａ
③
‐０
１
１
１

立

野

病

院

容
③
‐０
１
１
１

藤

本

医

院

ａ
⑦
‐０
０
２
０

平

田

医

院

ａ
②
‐０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

容
②
‐０
６
４
６

中

村

医

院

窒
⑦
‐２
３
３
３

立

野

病

院

ａ
③
‐０
１
１
１

立

野

病

院

ａ
③
‐０
１
１
１

●  ●

「おばあちゃん長生きしてね」と園児からのプレゼント

(2)(19) ,度の温泉館休館日

工  事  名
11.ψ l～ i2″8

工  期
公営住宅下町B回地第一期建替え工事 (A棟 ) 26,775,000 (有 )勝木工務店

(B棟 ) 11.ψ l～ 12″8 26,775,000 (有)古寺工務店

(C棟 ) il.望 1～ 12″8 26,775,000 (有)安方工務店

屋外機械設備工事 11.毀 1～ 12″8 21,472,500 (株 )藤本組

屋外整備工事 6,237,000 (株)草村道路建設工業

かわいい園児の踊りを披露

県
の
移
動
図
書
　
十
月
十
五
日
（金
）
午
前
十

一
時
　
役
場
玄
関
前
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

薔
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・量已
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8会場で敬老会を開催 998名のご長寿を祝う
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お
知
ら
せ

十
月
は

「労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

事
業
主
の
み
な
さ
ま
は
、
労
働

保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で

し
よ
う
か
？

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険

（労
災
保
険
）
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
あ
り
、
政
府

が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
、
加
入

の
対
象
と
な
る
労
働
者
を

一
人
で

も
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
保
険
は
、
通
勤
及
び
仕
事
の

う
え
で
の
負
傷
、
疾
病
、
死
亡
等

が
生
じ
た
場
合
に
本
人
及
び
遺
族

に
対
し
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う

制
度
で
す
。

雇
用
保
険
は
失
業
し
た
場
合
及

び
高
年
齢
者
、
育
児
や
介
護
の
た

め
の
体
業
者
の
雇
用
を
継
続
す
る

た
め
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う

制
度
と
と
も
に
、
「
教
育
訓
練
給

付
」
や
他
の
各
種
助
成
金
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
労
働
保

険
制
度
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
勤

労
者
す
べ
て
が
労
働
保
険
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

是
非
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

めてとう

竹永今朝松さん (80)
ハルエさん (77)

(上色見・洗川)

佐伯 次夫さん (81)
昭子さん (70)

(上色見・東中原 )

宇藤 良夫さん
美津子さん

(色見・

ございます

)fr.a 4 夫婦が熊本国日新聞社から結婚 50年の表彰を
=■

冒預目国
口暉藤甲
顔 輝 麟

麟 |||||||

受けられ、 表彰状を伝達しました。

な
お
、
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

は
労
働
基
準
監
督
署
及
び
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

『働
く
あ
な
た
に
　
確
か
な
支
え

労
働
保
険
』

熊
本
労
働
基
準
局
　
労
災
補
償
課

■
０
９
６

・
３
５
５

・
３
１
８
１

熊
本
県
雇
用
保
険
課

■
０
９
６

・
３
８
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

（阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所
）

■
０
９
６
７

・
２
２

・
０
０
４
０

●

●
・―
・●
●
―

―
・　
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―

―

¨
　

．
　

・

・十
月
は
―
「
圭
地
肖
間
」
‐
・

．

『
ふ
る
さ
と
づ
く
り

・
ま
ち
づ
く

り
、
あ
な
た
の
土
地
の
活
用
で
』

十
月
は
土
地
月
間
、
十
月

一
日

は
十
と

一

『土
』
で
土
地
の
日
で

す
。
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に

つ
い
て
の
四
つ
の

「
基
本
理
念
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

二
、
計
画
に
従

っ
た
適
正
な
利
用

が
大
切
で
す
。

三
、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け

ま
せ
ん
。

四
、
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
地
の
有
効
な
利
用
を
住
民
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

お
す
す
め
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
制
度

除田  余さん (79)
ミルエさん (73)

(上色見・東中原)

色見  巖さん (

ノブヨさん (

(色見・戸

佐楢見干城さん (72)

ミサヲさん (70)

(上色見・西中原 )

野中 満さん (76)

計子さん (71)

(色見・戸狩 )

本 田 (72)

(68)

洗川 )

自石 良明さん (74)
夕力子さん (69)

(上色見・前原 )

山室 一幸さん (74)
ミサ子さん (70)

(色見・西丁 )

岩下 光則さん (71)
ハツミさん (67)

(尾下・大畑 )

後藤 則保さん (71)
レイ子さん (68)

(上色見・洗川 )

高倉  積さん (83)
フキ子さん (69)

(上色見・東中原)

岩下喜七郎さん (73)

ヨリ子さん (73)

(色見・戸狩 )

岩下 英喜さん
トメ子さん

(色見・

●

0 0

●ん

ん

・

さ

さ

見

保

子

色

末

澄

■
正
午
～
午
後
　
時

役
場
横
隣
り
）

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
３
５
８
９
）

県
立
農
業
大
学
校

平
成
十
二
年
度
学
生
募
集

県
立
農
大
で
は
、
平
成
十
二
年

度
の
学
生
募
集

（推
薦
試
験
）
を

次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
卒
業
後
県
内
に
居

住
し
、
農
業
経
営
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
１８
歳
以
上
２５
歳
未
満
の
者

で

（
一
）
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
及
び
来
年
三
月
卒
業
予
定
の
者

（
二
）
大
検
規
定
に
よ
り
文
部
省

の
行
う
大
検
に
合
格
し
た
者

■
募
集
人
員

定
員
百
名
中
六
十
六
人
以
内

■
募
集
期
間

１０
月
１８
日

（月
）
～
Ｈ
月
１２
日

（金
）

■
試
験
期
日
　
Ｈ
月
２６
日

（金
）

■
試
験
場
所

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

（菊
池
郡
合
志
町
栄
３
８
０
５
）

■
試
験
科
目

学
科
試
験

（国
語

・
作
文
）
及
び

面
接
試
験

※

一
般
試
験

（３４
人
）
は
１２
年
２

月
１８
日

（金
）
に
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

■
０
９
６

・
２
４
８

・
１
１
８
８

青
年
海
外
協
力
隊
は
国
際
協
力

事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事

業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々
の

新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
あ
な
た

の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
協
力
隊
事
務
局
で
は
平
成
十

一
年
度
秋
の
募
集
と
し
て
、
農
林

水
産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
百
四
十
職
種
に
わ
た
る
約
八
百

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
二
十
歳

以
上
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方
な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

説
明
会
は
左
記
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
十
月
十
九
日

（
火
）
、

十

一
月
十
六
日

（火
）
そ
れ
ぞ
れ

午
後
六
時
半
か
ら
、
十
月
三
十
日

（土
）
午
後
二
時
か
ら

■
場
所
　
熊
本
市
産
業
文
化
会
館

（
十
月
十
九
日

・
十

一
月
十
六

日
）
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
熊
本
会
館

（十
月

三
十
日
）

■
内
容
　
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
、
待

遇
、
隊
員
の
体
験
発
表
な
ど
。

■
申
し
込
み
や
予
約
は
不
要
で

す
。
■
問
い
合
わ
せ
は

，
・
・

熊
本
県
環
境
生
活
部
国
際
課

国
際
協
力
班

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

７

・
７

５

２

７

Ｑ
）

，
こ

ｒ
ｉ

６

７

一Ｌ

＜

＜

西

あ
な
た
の
会
社
は
従
業
員
の
退

職
金
を
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い

ま
す
か
？

「
退
職
金
制
度
を
作
る
の
は
大
変

な
こ
と
だ
」と
か
「
今
あ
る
退
職
金

制
度
だ
け
で
は
将
来
不
安
だ
」
と

か
、お
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

し
つ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
は
、
優
秀
な
人
材
確
保

や
従
業
員
の
労
働
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

中
小
企
業
退
職
金
制
度
に
加
入

す
れ
ば
安
全

・
確
実
し
か
も
有
利

な
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
準
備
で

き
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
に

「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
た
こ
の
制
度
は
四
十
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
約
四
十

一
万
企
業
、
二
百
八
十

万
人

の
従
業
員
が
加
入
し
て
お

り
、
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
・中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
が

そ
の
運
営
に
当
た
つ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は

，
・
，

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

ＴＥＬ

０

３

・
３

４

３

６

・
０

１

５

１

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
労
政
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３（内
線
５
２
２
５
）

７２

７２

鳥

＜

＜

山

Ｒ
）

∩
〉

〓
ヌ

＜

＜

河

ん

ん

・

さ

さ

原

慧

ツ

飼

イ

‐

※
身
体
障
害

（予
約
が
必
要
で
す
）
、
知
的
障
害
、
児
童
、
女
性
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
方
の
更
生
に
つ
い
て
の
相
談
、
補
装
具
の
交
付
修
理
に
つ
い
て
の
相
談
等
々
。

７５

７０

狩

一一一一一一一一一一一
儡
■勿
儡

宇藤 茂吉さん (69)
セツ子さん (68)

(色見 ・西丁 )

熊 川 満さん (7i)

礼子さん (69)

(河原・味鳥)

宇藤 千年さん (72)
トヨ子さん (67)

(色見・西丁 )

重樫さん (75)

千代子さん (69)

(河原・市野尾 )

盛
な

(18)役場の支払日  10/15(金 )10/25(月 )11/5(金) 時間10時から15時まで

後藤白石

(3)
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優勝した昭和ディズニーズ

協会は下記の とお り

をお待ちしています。

10月 29日 (金 )～ 31日 (日 )

体暇村南阿蘇 セントラルロッジ

高森町美術工芸家協会 昨年の工芸展の様子

来島 幸雄さん
ノブ子さん

(高森・上町 )

山村 静風さん
サヨ子さん

(高森・

住吉 清経さん (

チシ子さん (

工藤 義智さん (76)
久さん (73)

(草部・社倉 )

工藤 )青高さん (72)

ケサミさん (70)

(下切・大切畑 )

飯星 元二さん (78)
知佐さん (73)

(高森・横町 )

後 藤 (78)

(78)

天神 )

中村 芳男さん (70
クニ子さん (80

(高森・昭和

佐伯 誠喜さん (78)
富子さん (70)

(:草音F・ 小山奇)

甲斐 重美さん (76)
葉蓮江さん (71)

(永野原・永野原)

谷川今朝次さん (75)

シマ子さん (76)

(高森・横町 )

住吉  悟さん (79)
ヒデ子さん (74)

(高森・天神 )

岩下 一良さん
ユミ子さん

(高森

(84)

(81)

中村 )

桐原仕農夫さん (73)

喜余昧さん (71)

(芹口・男原 )

津留 寅一さん (72)
幸子さん (69)

(高森・昭和 )

瀬口 重人さん (78)
ハツコさん (76)

(高森・天神)

下田巳喜男さ

シゲ子さ

(高

古閑  深さん (74)
マサ子さん (69)

(矢津田・高尾野 )

冨永 文明さ
ミエ子さ

(芹口

(70)

(67)

下町 )

工藤 安吉さん (75)
ス ミ子さん (71)

(高森・旭通 )

北 富士郎さん (72)
ミヤエさん (70)

(高森・冬野 )

丼上  恵さん (70)
智美さん (68)

(矢津田・高尾野 )

姫野金一郎さん (74)

エツ子さん (72)

(草部・社倉 )

(4)

ん

ん

・

さ

さ

森

一
キ

高

健

ユ

＜

安 達
６
０
７
，

４
．
７
，

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
月
五
日
に
山
村
広
場
で
行
わ
れ

昭
和
デ
イ
ズ

ニ
ー
ズ
が
実
力
を
発
揮

た
。
最
優
秀
選
手
賞
は
デ
イ
ズ

ニ
ー

昭
和
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ズ
優
勝

た
、
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

、
他
を
寄
せ
付
け
ず
、
見
事
優
勝
し
ま
し

ズ
の
川
代
靖
人
さ
ん
が
受
賞
。

大

会

結

果

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

四
　
位

敢
闘
賞

最
優
秀
選
手
賞

田
代
　
靖
人
（昭
和
デ
イ
ズ
ニ
ー
ズ
）

優
秀
選
手
賞

二
子
石
　
誠
（高
森
町
役
場
）

ん

ん

さ

さ
森

敏

ル
高

ツ

＜

５

０

ロ

７

７

材̈

＜

＜

躍

昭
和
デ
イ
ズ
ニ
ー
ズ

高
森
町
役
場

八
分
団
二
部

洗
川
ス
キ
ン
ズ

上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ

７０

７０

森

ん

ん

森

７４

７３

森

７
′

Ｅ
Ｕ

７
‥

７
′

●  ●

●  ●

日

所

催

期

場

主

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

カ
ロ(高森

即
”
　

絃
硬
　

”狙

　

・衛
響
　
　
　
葉
　
月

　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

通
販
で
　
ブ
ラ
ン
ド
な
ん
か
言
わ
ん
母

迷
う
と
る
　
ま
あ
だ
出
て
来
ん
試
着
室

紳
士
的
　
や
わ
ら
し
か
指
な
ぞ
ら
し
た

し
っ
ぺ
返
し
　
嬬
の
口
に
ア
勝
ち
は
せ
ん

ど
う
で
ん
こ
う
で
ん
　
死
ぬ
ま
で
別
れ
せ
ん
棚
田

待

っ
て
く
れ
　
君
の
メ
ス
な
ら
遺
書
の
い
る

通
販
で
　
夫
婦
げ
ん
か
の
種
ば
か
り

待

つ
て
く
れ
　
酒
癖
が
良
縁
で
無
ア

迷
う
と
る
　
決
断
の
酒
飲
ま
せ
ん
か

待

つ
て
く
れ
　
五
人
息
子
の
育
ち
よ
る

ど
う
で
ん
こ
う
で
ん
　
親
は
反
対
し
こ
な
さ
ん

ど
う
で
ん
こ
う
で
ん
　
絶
や
し
ち
や
な
ら
ん
神
楽
舞

此
処
か
ら
は
農
道
と
な
る
萩
の
径

乱
れ
萩
起
す
間
も
な
く
又
も
雨

高
原
の
亡
の
風
に
憩
い
け
り

滝
風
に
吹
き
も
ど
さ
る
ゝ
秋
の
蝶

温
泉
の
匂
ひ
閉
じ
込
め
続
く
秋
の
雨

野
の
花
に
老
祝
は
る

ゝ
一
卜
日
か
な

こ
の
席
の
少
し
面
映
ゆ
敬
老
日

日
照
の
不
足
気
が
か
り
稲
の
花

薬
草
も
育
て
句
碑
の
辺
草
茂
る

コ

ス

モ

去
ぬ
燕

ん

ん

・

さ

さ

中

長

代

＜

善

矢

小糸

ス
の
風
園
児
ら
の
声
乗
せ
て

お
　
　
　
・
ヽ

根
子
岳
さ
え
見
え
ぬ
雨
空

ヘ

Ｑ
）

ｒＤ

７
，

７
′

ん

ん

中村 )

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

佐
伯
　
文
雄

佐
藤
　
重
信

林
　
　
不
忘

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

堀
田
　
蘇
仙

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美
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熊
本
県
四
半
的
弓
道
連
盟
大
会

県
内
外
か
ら
四
十
六
チ
ー
ム
参
加

八
月
八
日
、
高
森
町
民
体
育
館
で

熊
本
県
四
半
的
弓
道
連
盟
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
宮
崎
県

か
ら
の
参
加
も
多
数
あ
り
、
四
十
六

チ
ー
ム
二
百
五
十
名
の
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
運
営
は
高
森
町
四
半
的
協
会

（林
哲
夫
会
長
）
が
行
い
、
会
員
は
会

場
設
営
に
、
集
計
に
、
ま
た
、
精
神

を
集
中
さ
せ
百
発
百
中
目
指
す
選
手

と
し
て
、
大
忙
し
で
し
た
。

武
道
は
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ

る
。
こ
れ
は
、
人
を
敬
い
尊
重
す
る
心
、

こ
う
し
た
精
神
が
薄
れ
て
き
て
い
る

現
在
、
武
道
で
精
神
を
鍛
錬
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

●

毎
月
第
三
土
曜
日
、
午
後
二
時

か
ら
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

親
子
揃
つ
て
の
陸
上
の
練
習
が
約

二
時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
か
ら

一
般
ま
で
幅
広
い
練
習
を

本
格
的
に
基
礎
か
ら
行

っ
て
い
ま

す
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
は
な
ん
と
い

つ
て
も
、
走
る
、
跳
ぶ
等
の
陸
上

競
技
で
す
。
ち
や
ん
と
し
た
基
本

が
出
来
て
、
は
じ
め
て
楽
し
い
ス

ポ
ー
ツ
ヘ
と
変
わ
る
も
の
で
す
。

■
連
絡
先
　
大
谷
正
三

ＴＥＬ
２

・
０
０
４
１
ま
で
ど
う
ぞ
。

一瀑
風
ジ
一７
・・Ｔ
ン
ド
潮
ル
フ
大
会

久

々

の
夏

日

の
八
月
十

日

（火
）
、
・車
部
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
県
内
各
地
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
宮
崎
県
か
ら
も
多
く
の
選

手
た
ち
が
集
り
、
総
勢
五
十
五

チ
ー
ム
三
百
名

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
草
部
地
区
活
性
化

実
行
委
員
会

（大
村
正
厳
会
長
）

が
主
催
し
、
選
手
た
ち
は
草
部

の
高
原
の
涼
風
を
全
身
に
う
け

爽
快
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

人会主催の地域貢献事業として、

中国楽器による「ふるさとの秋」

コンサートが開催されます。

高森小学校の児童コーラスや高

森中学校生徒 ・保護者のコーラス

など4つの中国楽器 (一緒の演奏

は日本では大変珍しい)を伴奏に
「秋」や「ふるさと」を合唱します。

皆様お誘い合わせのうえご来場

ください。
言己

日 口寺:平成 11年 11月 6日 (土 )
午後2時開場 午後 2時半開演

場 所 :高森中学校体育館
楽 器 :胡弓、揚琴、琴、琵琶など
詳しくは阿蘇法人会高森支部

本田研一さんへ TEL 2-0234

な
の
ひ
ろ
ば

田上 成利さん (73)
悦子さん (70)

(尾下・下山)

熊谷  康さん (80)
シキさん (73)

(野尻・川上 )

野尻 隆喜さん (75)
雅子さん (68)

(津留・上津留 )

●

9

梅香苑代表者にプレゼントを贈る高森保育園児    各会場とも婦人会の協力がありました

ダイヤモンド婚の表彰を受ける藤野御夫妻

金婚代表謝辞 (自石さん御夫妻 )

魅
せ
ら
れ
て
土
ね
り
十
年
　
　
・

な
つ
か
し
・い
本
野
の
悪
．い
を

絵
皿
に
託
じ
寄
贈
　
　
　
・

●
一一一一一●
・　
　
　
　
　
一一一一一．●●
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　

，一

神
奈
川
在
住
の
陶
芸
家
、
可
児

か
す
み
つ

和
光
搭
ん
い
ち
・根
子
岳
が
描
か
れ

・・・
た
立
派
な
絵
皿
が
町
長
室
に
寄
贈

さ
れ

‐‐‐
ま
ｔ
た
。
・　
　
　
　
　
．．

一一
可
児
さ
ん
は
以
前
本
町
に
住
ん

で
い
た
と
き
の
素
晴
ら
し
い
自
然

●
ど
人
情
を
思
い
浮
か
べ
、
本
町
の

シ
ン
ボ
ル
根
子
岳
を
描
か
れ
絵
皿

に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

板
づ
く
り
の
厚
手
の
皿
に
手
料
一一一

理
を
盛
り
、
自
作
の
ぐ
い
の
み
で

軽
く

一
杯
―
…
　
・
。

そ
ん
な
夢
．一

を
描
き
な
が
ら
十
年
前
に
陶
芸
を

始
め
ら
れ
、　
い
ま
で
は
都
内
で
個

．

展
も
開
か
れ
て
い
ま
‐‐す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
陸
上
ク
ラ
ブ
　
　
ｏ

地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

●

今

年

の
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド
婚

（ご
結
婚
六
十
年
）
表
彰
は
次
の

方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

後
藤
　
唯
利
さ
ん

ツ
ヤ
子
さ
ん

藤
野
　
嘉
三
さ
ん

イ
ク
さ
ん

佐
藤
彦
之
鳳
さ
ん

ふ
み
子
さ
ん

内
山
　
藤
春
さ
ん

ミ
ツ
さ
ん

|

一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一〓〓一一一一一一一〓一一一

（８５
）
河
原

（７８
）
（河
原
）

（
８５
）
高
森

（８４
）
（上
町
）

（８４
）
高
森

（８ｌ
Ｘ
上
在
）

（９５
）
高
森

（８５
）
（村
山
）
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●行政に対するあなたの声を●

〓〓〓一　

　

　

　

一一一一一一
一一

中・長距離組はみつちり30分走

仄餃裁
熊本県行政書士会では、毎年10月 を「行政書士制

調月1問」として行政書 lfの業務に関し、無料相談会

催していますので、お気軽にご利用下さい。

ご相談に応じる内容
‐
〔1各種許‖∫・登録に関すること

(建設業、運送〕it、 風俗営業等の営業許可、開発 農地
l  il云用・帰化等の許可、|li庫証明及び車両登録、外国人登

録など)

②会社・医′14t法人・脇同組合等の法人設立に関すること

Ettli・ 相続に関すること

④経JII!記帳・内容証明書 契約書の作成に関すること

街頭無料相談会

●と き 10月 191](火 )、 2011(水 )の 21-1問
午前10時から午後4時まで

●ところ 熊本市桜町 熊本交通センター ‐
地階「観占の泉前広場」

度強

を開

短距離組は基礎トレーニング

|‐ ちびつ子に 礎か

「秋の行

行政相談

者の立

談は無

10月 17日 (口 ) か ら23日 (土 )ま で

政相談週問」です。そこで次のとおり

されます。

対する苦情や相談に公 |にな第 3

く皆さんの相談に応じます。相

られます。

開設

政に

ら広

所が

イ∫

場か

料で

ヽさ

秘密は堅く守 お気車
´

`に

こ:相談

い
||||||||||||||||||||||||||||||||

●と き  10月 20日 (水 )
午後 1時から4時ま

●ところ 高森町林業総合センタ
●行政相談員 本 |¬幸則さん (上

で

― (役場横 )

』
夫
婦

=●こ

彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

●行政書士による無料相談会●

舞 ″́彗皇ィく,月導
在 )

(5)

鸞

・咆
■
．５
一・

「
―
■
■

機

嘉′

翻

●
雪
写

鵞
華

醸轟

ハ

・
　

一

一一
‐`・ 囀||

■回
|●::

■



1999高森国体

栄養主0 ‐‐|‐    ‐‐
‐t、ただきさんす

~“
… … ¬

く⊃

0ヽ
|

「
|■

高森町テニス競技大会

(成年女子・少年男子・女子)

iO月 24日 (日 )～ 27日 (水 )

～大豆ととり肉の トマ ト煮～ くまもと恭栞自体赫撃六書
・・:家族みんどの健1慶Xり 舗 役i立つ ―・
■●:|=|1巌炭産を'妨:そ|た

.あ

あ農董■

糖尿病予防食は「健康食」といわれます。糖尿病を防ぐに

は「過食をさけ、必要な栄養素をバランスよく、毎日規則正

しく食事をする。」ことが基本です。これは、元気で長生きす

るための食生活でもあるのです。

〈献立づくりの考え方〉

摂取エネルギーを制限しようとすると、どうして もカロリ

ーのことばか りを考えがちで、栄養バランスがおろそかにな

りがちです。一日に食べる食品の種類 と量の目安を覚えてお

き、主食、主菜、副菜、さらに汁物、小鉢などもそろえるよ

うにすると、バランスのとれた献立ができます。

(知つておきたいアルコールのエネルギー〉
(※アルコールは決してご飯とは交換できないもので食事

はしつかりとったうえでたしなむ程度にしましょう。)

健康飲酒のポイント

1,適量を知って飲みすぎない。
血糖値が高めの場合は禁酒しましょう。

2,主食の代わりにしない。
「アルコールを飲んだ分、ご飯を食べなければ大丈夫」

と考え違いをしていませんか ?アルコールは栄養素をほ

とんど含んでいないので、ご飯や、パン、めん類の代わ

りにはなりません。

3,毎日は、飲まない。 (休飲日を設ける)
4,おつまみを食べすぎない。
アルコールはおつまみを食べながら飲むのが好ましいの

ですが、食べ過ぎは禁物。

(15)

□作り方

①とり肉は塩こしょうをし

て炒める。タマネギ、にん

じんを1.5cm角切りにして炒

めたとり肉を加えて炒め、

トマ トケチヤップの分量の

半分を加える。

l②さやイングンは、2cm程度に切り、さつとゆでて水

|(DЭにコンソメスープ2カップと大豆を加える。
モは、小さめの角切りにし力0え、やわらかく l

lえたら残りの トマトケチヤツプ、塩を入れ味 !

最後にさやイングンを入れ出来上がり。
顔………」

□材料 (5人分)
とり肉(もも身)150o、大豆 (水

煮)100g、 ジヤガイモ中4個、
タマネギ中 1個、さやイン
グン1009、 にんじん中 1本、

トマトケチヤップ1/2カップ、

コンソメの素2ヶ 、塩小さ
じ 1′ サラダ油大さじ1弱

rT、 だニ

生ビール 自`
ノ、ョ

(700ml)273kcal

ご飯 1杯 =160k“ |

(400ml)1 56kcal くこン

1人分の栄養価
エネルキ
.- 178キ

ロクE

タンハ
・
クE51  17.89

月旨肪      5.39
塩分   ■79

今回の献立‐
麦ごはんヽつるるんだんご
大豆ととり肉のトマト煮
にらのマスタード
|ピーマンともやしのおかかあえ

出
　
場

都

道

府

県

高
森
会
場

□
＝
成
年
女
子

●
＝
少
年
男
子

〇
＝
少
年
女
子

岩
手
県
□
●
○

宮
城
県
□
●
○

福
島
県
□

茨
城
県
●
○

新
潟
県
□
●

長
野
県
●

富
山
県
□
一

石
川
県
●
○

福
丼
静
岡

ロロ|」ヒ

県
□
０
●

県
日
Ｏ
‐‐●

―
．
　

．●
●
一
・

●●

森
県
○

海
道
□
●
○

テ を 野

は

四
■
_凸ニ

I

‐ニユ|

休暇村南阿蘇キ ャンプ場

´

1盤|(踪 ;

《,3

i「

'日
本酒

怖 (ヽ150ml)

跛瘍
|○く セントラルロッジ

ヽ

レ (0
ボ ス 久

焼酎
(50ml)

●

休暇村南阿蘇

グラウンド

南阿蘇

ン ドゴル フ場

阿蘇野草園

フ

ン

ア

・イ
ア
σ)

て

霜鍋
レ
爾
C~

1 00kcal
r
ヽ ′ヽ

が

赤ワイン (
ウイスキー
(シングル30ml)
75kcalく73kcalく 嗣

Ｙ
〈

親

子
料

理
教

室

色
見
の
若
妻

の
グ
ル
ー
プ
た
ん

ぽ
ぽ
会
が
、
七
月
二
十
七
日
、
親

子
料
理
教
室
を
民
宿

「
さ
ん
」
の
調

理
場
を
借
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

メ

ニ
ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
も
大

好
き
な
手
作
リ
ピ
ザ
。
お
母
さ
ん

と

一
緒
に
作

っ
た
ピ
ザ
の
味
は
最

高
だ
っ
た
と
か
？

活
に
支
援
が

必
要

（要
支

援
状
態
）
と

認
定
さ
れ
た

場
合

に
サ
ー

ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

く三〉

一
一一
一
一一
一
一〓
一

が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

介
護
、
支
援
が
必
要
な
状
態
に

な

つ
た
ら
次
の
と

こ
ろ
に
こ
相
談

く
だ
さ
い
。

高
森
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

■
２

・
０
９
１
５

役
場
町
民
福
祉
課
介
護
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
）

○
家
事
や
身
支
度
な
ど
日
常
生
　
・
因
で
、日
常
生
活
に
介
護
や
支
援

第

一
号
被
保
険
者

．●
　

・
一

（六
十
五
歳
以
上
の
方
）

○
寝
た
き
り
や
痴
果
な
ど
で
常

に
介
護
が
必
要

（要
介
護
状
態
）

と
認
定
さ
れ
た
場
合
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者

（四
十
歳
以
上

六
十
四
歳
未
満
の
方
）

○
初
老
期
の
痴
呆
や

脳
血
竹
障
害
な
ど
年

を

と

る

こ
レ
」
に
よ

っ

て
起
こ
る
病
気
が
原

O
ら

二

で

る
各
都
道

二
十
八
名

会
運
営
全

ま
す
。

久じ>

◎

0      25      50      75     1 00rri

高 森

ら

大
　
０〓
　
日
　
程

■
十
月
十
八
日

（月
）

▽
国
体
矩
火
リ
レ
ー

時
間
ニ

ー
ス
は
本
誌
九
月
号
を

ご
覧

下
さ
い
。

■
十
月
二
十
四
日

（日
）

▽
開
始
式
　
午
前
八
時
三
十
分

‐・
　

（高
森
町
民
体
育
館
）

▽
一
回
戦
　
午
前
九
時
か
ら

一
・

（競
技
会
場
は
各
日
、
高
森
町
民

体
育
館

・
体
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

・
・
・
入
場
無
料
）

■
十
月
二
十
五
日

（月
）

▽
一
回
戦
～
▽
準
々
決
勝

・
午
前
九
時
か
ら

■
十
月
二
十
六
日

（火
）

▽
準
決
勝
～
順
位
決
定
戦

（三
～

八
位
）
‐
午
前
九
時
か
ら

■
十
月
二
十
七
日

（水
）

．
▽
決
勝
戦
　
午
前
九
時
か
ら

（休
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
総
合
表
彰
式

午
後

一
時
（予
定
）

（高
森
町
民
体
育
館
）
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健
診
で
血
糖
値
が
高
い
と

言
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
～

朝
夕
め

つ
き
り
涼
し
く
な

っ
て

き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま

い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

住
民
健
診
の
結
果
が
お
手
元
に

届

い
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
血
糖

値
が
高

い
と
言
わ
れ
た
方
、
高
脂

血
症
と
同
様

に
糖
尿
病
も
全
国
的

に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

で
は
、
血
糖
値
が
高

い
と
は
体

の
中
で
ど
ん
な
変
化
が
、
起

こ
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
糖
尿
病

と
は
血
液
中

の
糖
分
、
い
わ
ゆ
る

血
糖
が
慢
性
的

に
高

い
状
態

の
こ

ざあ |いよいよ始まります
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兵
庫
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一

和
歌
山
県
●

鳥
取
県
●

岡
山
県
□
●
○

広
島
県
□
●
○

山
口
県
□

香
川
県
●
○

徳
島
県
●

愛
媛
県
□
○

高
知
県
□

福
岡
県
□
●
○

佐
賀
県
□

熊
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県
□
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県
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と
を

い
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
、

遺
伝
傾
向
を
持

っ
た
人
に
肥
満
、

食
べ
過
ぎ
、
過
剰
な
飲
酒
、
運
動

不
足
な
ど
が
加
わ

っ
て
徐
々
に
発

病
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、

原
因
が
わ
か
ら
ず
突
然
発
病
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
食
べ
た
も
の
を
体

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
膵
臓
で
造
ら
れ
る
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
が
不
足
し
て
、
血
糖
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
ず

に
い
る
の
で
血
液
中
に
残
る
わ
け

で
す
。
血
糖
値
が
‐８０
鴨
／
ｄ
以
上

に
な
る
と
、
本
来
は
出
な
い
は
ず

し
ん
そ
う

の
糖
が
腎
臓
か
ら
尿
の
中
に
漏
れ

だ
し
ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
る
の

に
時
間
が
か
か
る
た
め
に
、
長
い

問
何
の
処
置
も
せ
ず
放
置
し
て
お

く
と
、
血
液
中
の
糖
分
が
高
い
た

め
、
糖
代
謝
異
常
を
お
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
高
脂
血
症
と
同
様
に
血
管

壁
に
ベ
タ
ベ
タ
つ
き
、
動
脈
硬
化

を
お
こ
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
細
い
血
管
か
ら
進

み
ま
す
。
特
に
細
い
血
管
の
た
く

さ
ん
集
ま

っ
た
眼
の
奥

の
血
管

や
、腎
臓
が
侵
さ
れ
や
す
く
、
こ
れ

を
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
糖
尿
病
性

腎
症
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
放

置
し
て
お
く
と
、
失
明
や
腎
不
全

に
ま
で
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
足
先
や
手
先
の
神
経
障

害
を
お
こ
し
、
ケ
ガ
を
し
て
も
気

づ
か
ず
動
脈
硬
化
の
た
め
治
り
が

悪
く
な
り
腐
る
た
め
、
最
悪
の
場

合
切
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に
な
る
確
率

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

高
血
糖
と
い
わ
れ
た
ら
ま
ず
は

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
し
よ
う
。
症
状
が
出
る
前
の
食

生
活
、
運
動
で
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
大
切
で
す
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係
保
健
婦
ま
で
。

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
８
）

高
血
糖
か
ら
く
る

恐
ろ
し
い
合
併
症

糖
尿
病
性
腎
症

】
匡

「要
■
護
認
定
」０

‐‐‐‐‐
申‐
帯
一
■
が
・

・●
・一
　
・
．
．は
じ
ま
り
ま
し
た

平
成
十

一
年
十
月
か
ら

来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
町
で
も
、
平
成
十

一
年
十
月
か
ら

「
要
介
護
認
定
」

・
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●

六会会場同辺 祟内図
高血糖|
↓

川

糖代謝異常

①申請
1  田∫の介護保険窓 IIに 中請してくださいぅ
▼ (中請は、本人以外の家族の方や施設などでもできます。)
②訪問調査

●

至
　
上
色
見
　
一
の
宮

…

1日‐

国体記念グッズ製作 野尻地区愛瓢会

国体まで後 50日 となつた 9月 3日、野尻
林業センターで国体選手のおみやげにと野

尻地区愛瓢会 (安藤幸之会長)が町キヤラ
クター風まる入りひようたんを製作。会員

が昨年栽培していたものを持ち寄り、 15
cmほ どのひようたん 250個 を安藤会長自
らが絵付け、会員が飾り付けました。
ボランテイアでのご協力ありがとうござ
いました。選手たちにとつて大事な思い出
の記念グッズとなることでしょう。

卜
・卜
・卜
一卜
・卜
一卜
一卜
一卜
一卜
ｒ
一Ｆ

Ｆ

卜
ｒ

卜
・・ト

ト
一ト

調査員が家庭を訪問して、心身の状態や日常生活活動能力などを

調査 します。

町はヽかか りつけの医師から病気などの状況や心身の状態につい

て医学的な意見を求めます。|

休暇村

グラウ

③審査
1  訪間調査の結果と、かかりつけの医師の意見書をもとに、どのく
▼ らい支援や介護が必要か審査します。
④要支援・要介護の認定
十 審査会で決定した要介護度を申請人に通知します。
⑤介護サービス計画の作成
1  決められた要介護度に応じてサービスを利用することになります
| が、適切なサービスを利用するため介護支援専門員が本人や家族の
1 意見や希望を聞いて計画を作成します。サービスには在宅と施設で
▼ のサービスがあります。
⑥サービスの利用

介護サービスを利用する人は、介護サービスにかかつた費用の 1
割を負担します。ただし、所得の低い方は、 1割の負担額が低くな
つたり、食費の負担も軽減されます。更に 1割の負担が高くなりす
ぎる場合は一定の金額で頭打ちになります。
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一
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大

会

受

付

大
会
案
内
な
ど
を
差
し
上
げ

ま
す
。
町
民
体
育
館
前

の
受
付

テ
ン
ト
に
お
越
し
下
さ
い
。
（先

着
順
に
大
会
記
念
品
贈
呈
）

自

家

用

車

自
家
用
車

で
の
来
場
は
、
極

力
乗
り
合
わ
せ
の
上
、
山
村
広

場
に
駐
車
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
期
間
は
路
線

バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
高
森

駅
と
会
場
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス

（主
に
選
手
、
役
員
用
）
も
、

乗
車
定
員
に
空
き
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（発
車
時
刻
は
高
森
駅
前
設
置
の

看
板
を
ご
覧
下
さ
い
。
）
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ι1この社会 の膀

*もし年金を受けている方が亡くなられたら届け出を ′

年金を受けている方が亡くなられたら、その遺族の方は 14日 以内に「年金受給権者死亡届」を出さなけれ
ばなりません。もしこの届けが遅れたり、忘れたりすると死亡日以後も年金が支払われることになります。過

払いとなった年金は、後で遺族の方から返していただくことになり、余分な負担を生じることになりますので

死亡の届け出は、速やかに行つて下さい。

《届け出先》

○国民年金の受給権者 (旧国民年金の受給権者および第 1号 ・第 3号

被保険者期間のみの基礎年金の受給権者)の死亡  一住所を管轄す
る市区町村

○厚生年金保険・船員保険の受給権者の死亡 →最寄 りの社会保険事
務所

なお、年金を2つ以上受給していた場合は、それぞれについて届け

出が必要です。

<3

く)ヽ

十
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（六
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（十

一
月

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

24日～27日までの国鉢テニス競技にお|

々が出場しますょ|||1皆様のご声援をお願ι
熊本 :目コド代

|||||||||||‐
  ||■|     ‐■|

||||||||||||   
‐ ‐||  ‐||||||||||

表選手として 高森町テニス競技大会   ‐|||||
(成年女子・少年男子・女子)

10月 24日 (日 )～ 27日 (水)||
次

ヽてし0月

の
押L
ノコ

ヽ ます
:

し′

．
▽
成
年
女
子

ス

タ

ブ

ン
優
勝
な
ど

▽
成
年
男
子
　
（右

田
上

田

篤

９
７
九
州
ジ

後 :場,
朧 圃 ‐■■■

「
シ

フレＱ

）

｀ヽ
(′

'

子ム
「

竹（‐‐高‐‐森

‐
会
一場
）

吉
田
　
弘
紀

宮
崎

●
靖
雄

シ
ン
グ
ル
ス
■
優
勝
な

●ワンポイント情報     ～未支給年金の請求～
年金は亡くなられた日の属する月まで受けられますから、まだ受け取つていない年金が

あるときは、亡くなった方と生活を共にしていた遺族の方が受け取ることができます。こ

の場合、「未支給年金・保険給付請求書 (死亡届と2枚綴りになっています)」 に必要事項

を記入し、次の書類を添付して請求します。

なお未支給年金を受け取ることができる遺族の順位は①配偶者②子③父母④孫⑤祖父母

⑥兄弟姉妹となつています。

《添付書類》

死亡届のみの場合… ・・・①年金証書②死亡の事実を明らかにすることができる書類

未支給年金を請求する場合・前記①、②に加えて③死亡した受給者と請求者の身分関係を

明らかにする戸籍謄本④生計を同じくしていたことを証明す

る書類 (例 えば住民票 )

詳しくは役場 町民福祉課 福祉係 国民年金担当  TEL2-1111(内線132)

（監
督
兼
務
）
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本

国
体
の
見
ど
こ
ろ

テ
ニ
ス
の
歴
史

テ
ニ
ス
に
関
す
る
最
古
の
記
録
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
残

っ
て
い
る

一
三

一
六

年
の
文
献
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
発
祥
と
し
て
数
え
る
と
六
八

三
年
目
と
な
り
ま
す
。

初
期
の
テ
ニ
ス
は
掌
で
ボ
ー
ル
を

打
ち
合
う
と
い
う
も
の
で
、
フ
ラ
ン

ス
語
で

「
ジ

ュ

・
ド

・
ボ
ー
ム
」
と

よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
テ
ニ
ス
に
は
軟
式
と
硬
式

が
あ
り
、
日
本
に
テ
ニ
ス
が
入

っ
て

き
た
の
は
明
治

一
〇
年
前
後
で
、
硬

式
の
ボ
ー
ル
が
高
価
で
入
手
困
難
な

こ
と
か
ら
、
柔
ら
か
い
ゴ
ム
ボ
ー
ル

を
使
う
軟
式
は
日
本
独
特
の
も
の
と

し
て
今
で
も
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

国
体
は
個
人
戦
で
は
な
く
、
都
道

府
県
が
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
て

出
場
を
果
た
し
た
精
鋭
集
団
に
よ
る

団
体
戦
で
す
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
そ
れ
ぞ
れ
は
個
人
の

名
誉
と
い
う
よ
り
も
、
「
郷
土
の
名
誉

の
た
め
に
」

・
・
・
と
い
う
重
い
責

任
を
背
負
っ
て
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
つ
て
、
ど
の
試
合
も
必
然

的
に
激
し
い
熱
戦
と
な
り
、
チ
ー
ム

の
勝
利
の
た
め
に
必
死
に
戦
う
と
い

う
選
手
個
々
の
プ

レ
ー
ぶ
り
が
、
観

戦
者
に
必
ず
感
動
を
与
え
る
こ
と
で

し
よ
つヽ
。●

上
Ｆ
＝

マ
イ
ホ
ー
ム
を

取
得
し
た
と
き

平
成
十

一
年
度
の
税
制
改
正
に
お

い
て
、
住
宅

ロ
ー

ン
減
税
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

住
宅

ロ
ー
ン
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
新
築

や
購

入
又
は
、
増
改
築

な
ど
を
し
た
と
き

に
は
、　
一
定

の
要

件

の
下

に
居
住

の

チ
ー
ム
の
識
別
方
法

各
コ
ー
ト
で
ど
こ
の
選
手
団
が
試

合
を
し
て
い
る
の
か
は
ス
コ
ア
ー
ボ

ー
ド
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
ス

コ
ア
ー
ボ
ー
ド
上
段
に
書
い
て
あ
る

県
名
の
選
手
は
、
肩
か
背
中
に
赤
い

リ
ボ
ン
を
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
で
識
別
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
限
の
観
戦
マ
ナ
ー

熊
本
県
は
も
ち
ろ
ん
、
各
都
道
府

県
選
手
団
は
郷
上
の
代
表
と
し
て
出

場
し
て
い
ま
す
。
声
援
や
拍
手
な
ど

で
精

一
杯
の
応
援
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
以
下
に
述
べ
る
マ
ナ
ー

は
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

（１
）
声
を
出
し
拍
手
す
る
の
は
、
ポ

イ
ン
ト
が
終
わ
り
次
の
ポ
イ
ン
ト
が

始
ま
る
ま
で
の
二
〇
秒
間
と
、
ニ
ゲ

ー
ム
に

一
度
行
う
エ
ン
ド
交
代

（チ

エ
ン
ジ
ヨ
ー
ト

・
・
・
国
体
で
は
六

〇
秒
）
の
と
き
の
み
に
し
て
く
だ
さ

（２
）
拍
手
や
声
援
は
、
自
分
が
観
戦

し
て
い
る
コ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
隣

の
コ
ー
ト
の
試
合
に
も
心
配
り
を
し

ま
し
よ
う
。

（３
）
相
手
チ
ー
ム
の
ミ
ス
に
は
絶
対

に
声
援
や
拍
手
を
し
な
い
こ
と
。

（４
）
フ
ア
イ
ン
プ
レ
ー
や
試
合
終
了

時
に
は
、
敵
味
方
な
く
賞
賛
の
声
援

と
拍
手
を
大
き
く
送
り
ま
し
よ
う
。

リ
サ
ィ
ク
ル
推
進
月
間
．

供
し
た
年
か
ら
十

五
年
間
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
所
得
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
平
成
十

一
年
分
の
確
定
申
告
書
を
御
自
分
で

書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
は
、

一
年
目
に
確
定
申
告
す
る
と
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
に
な

つ
て
い
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
や
、

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
は

税
務
署
に
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
阿
蘇
税
務
署

■
０
９
６
７
・
２
２
・
０
５
５
１

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
毎

年
十
月
を

「リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月
間
」

と
し
て
、
全
国

一
斉
に
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
次
の

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

一
、
ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
暮
ら
し
を

心
が
け
る
。

二
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
し
、
原

材
料
と
し
て
再
資
源
化
す
る
。

三
、
使
用
済
み
製
品
を
再
利
用
す

る
。

四
、
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
。

ま
た
、
容
器
包
装
廃
棄
物
に
つ
い

て

「容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に

よ
り
消
費
者
、
事
業
者
及
び
行
政
が

責
任
を
分
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
酒
の
容
器
等
に
つ
い
て
も
、
分

別
排
出
や
分
別
収
集
、
再
製
品
化
が

必
要
で
す
。

家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
リ
サ
イ

ク

ル

に

、

よ

り

一
層

の

ご

協

力

を

お

願

い
し
ま
す
。

詳

し

い

こ

と

は

お

気

軽

に

お

た

ず

ね

く
だ
さ
い
。

熊

本

国

税

局

酒

税

課

■

０

９

６

・
３

５

４

公
υ
ｌ
ｌ
フ
′
１
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テ
ニ
ス
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技
の
見
方
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(8)国体の全競技記録は県ホームページでご覧になれます。 http:〃www.iunet.orjpハ umamotokokutai/index.html(13)
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平
成
十

一
年
第
四
回
臨
時
会

八
月
二
十
日

議
決
さ
れ
た
も
の

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

平
成
十
年
第
三
回
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
決
さ
れ
た
高
森
町

高
原
森
林
文
化
村
拠
点
施
設
新
築

工
事
請
負
契
約
の
う
ち
、
工
事
内

容
の
変
更
の
た
め
、
工
期

「議
決

の
日
か
ら
平
成
十

一
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
」
を

「議
決
の
日
か
ら

平
成
十

一
年
十
月
二
十
日
ま
で
」

に
、
契
約
金
額

「
一
億
五
千
八
百

五
十
五
万
円
」
を

「
一
億
六
千
六

百
七
十
七
万
四
千
百
九
十
五
円
」

に
変
更
す
る
契
約
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一一一一一一
磋

Ｊ

Ｊ

層

■

ロ
|IIIIIIIIIIIIIII
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|′ て日備| 目指:す
ibwn

ドバイザー
吉良出さん (河原)1活動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
こ
応
募

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

本
誌
、
各
号
で
募
集
し
た
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
で
は
大
会
の
次
の
セ
ク
シ
ヨ
ン

で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
約
五
五
〇
人

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

■
式
典
進
行
・司
会
・式
典
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・表
彰
状
筆
耕
　
　
　
　
一
五
名

■
式
典
演
奏
・
コ
ー
ラ
ス
　
一
七
〇
名

Ｅ
事
前
準
備
　
　
　
　
　
　
二
〇
名

球
磨
郡
上
村

の
中
村
好
文
さ
ん

が
、
八
月
三
日
か
ら
十
日
間
、
芹

回
の
芹
口
民
雄
さ
ん
宅

で
農
家
留

学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

事伊爆発表
‐‐

ACRICUL■■JRE NEヽ 6

中
村
さ
ん

（球
磨
郡
上
村
）

草
部
で
農
業
体
験
研
修

中
村
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後

は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
、
そ
の
後
、

福
岡
で
調
理
師
と
し
て
四
年
間
働

い
て
卒
業
後
十
年
目

の
昨
年
就

農
。
葉
た
ば
こ
主
体
に
繁
殖
牛
、

水
稲
の
複
合
経
営
を
行

っ
て
き
ま

し
た
が
、今
後
は
、施
設
園
芸
を
導

入
し
、
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
目
で
見
て
、
体
で
体
験
し

て
、
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

将来を見据え、研修に積極

的に取り組む中村さん

9月 3日 、 JA菊
池パシオン (旭志村 )

で農業女性対策担当

者ブロック研修大会

が開かれ、この大会

で、本町の農業女性

ア ドバイザー吉良山美津子 さんが「地域の活性化

は私たちの手で」と題 して活動状況を発表 されま

した。町村職員や JAの農村女性担当者の研修会
での実践発表です。

農業女性アドバイザーは各町村2名ずつ任命さ

れており、吉良山さんは本町の第 1号で、若い農

業女性の牽引者として頑張られています。また、

昨年の10月 から谷川てるみさん (冬野)が 2人目の

アドバイザーとして活躍されています。農村にお

ける女性の役割は労働と経営の中心として益々重

要となつてきています。今後の活躍を期待します。

●  ●

●  ●

■
式
典
プ
ラ
カ
ー
ド
隊
　
　
五
〇
名

■
手
話
通
訳

・
受
付
　
　
　
一
五
名

■
会
場
警
備

・
案
内
　
　
　
一
五
名

■
カ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ
　
　
　
二
〇
名

■
通
　
　
信
　
　
　
　
　
　
　
五
名

■
接
　
　
待
　
　
　
　
　
　
五
〇
名

■
会
場
美
化
　
　
　
　
　
一
〇
〇
名

■
観
光
案
内
　
　
　
　
　
　
一
〇
名

■
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
　
　
八
〇
名

こ
の
他
、
役
場
職
員

一
三
〇
名
、

競
技
本
部
役
員

一
八
〇
名
、
競
技
補

助
員
ス
タ
ツ
フ

一
一
〇
名
を
合
わ
せ

て
、
実
数
九
七
〇
名
規
模
で
大
会
を

実
施
し
ま
す
。

■‐     ‐||    | ‐||‐    |||‐ ||||||||‐ ‐    
‐‐|
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ヘ
ル
シ
■
ク
ー
ボ
ン
券
一一一一一

．．．．．二．．受
け
ら
れ
ま
し‐‐‐‐‐‐た
一か
？

高
森
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
世
帯
に
次
の
と
お
り
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

交
付
要
件
は
、
国
民
健
康
保
険

税
が
平
成
十

一
年
三
期
分

（八
月

二
日
納
期
分
）
ま
で
完
納
さ
れ
て

い
る
世
帯
。
ま
た
、　
ヘ
ル
シ
ー
ク

ー
ポ
ン
券
は
五
百
円
券
の
四
枚
綴

り

一
冊

（
こ
の
券
は
健
康
に
関
す

る
品
物
と
引
き
換
え
ら
れ
ま
す
。
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
は
左
記
の
お
店
で
す
。

（
ご
利
用
期
限
平
成
十
二
年
三
月

二
十

一
日
ま
で
）

桐
原
薬
局

中
村
薬
局

ツ
ツ
ミ
栞
局

青
木
商
店

甲
斐
薬
師
堂

ＴＥＬ
２
肌
２
肌
２
肌
４
肌
５

０

０

７

８

０

１

４

２

０

２

５

８

０

０

０

６

０

０

３

３

交
付
要
件
を
満
た
さ
れ
て
い
る

世
帯
で
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
世
帯
は
、
早
め
の
に
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
し
よ
う
か
？

‐～壕

療
詈

支
れ

．

‐

資
金
貸
付
基
金
～

町
で
は
、
入
院
等
で
高
額
な
医

療
費
が
か
か
っ
た
場
合
、
高
額
療

養
費
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
の
期
間

（通
常
三
ヶ
月
間
）
、
病
院
等
の
支

払
い
を
補
う
た
め
に
無
利
子
に
よ

る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
さ
れ
る
場
合
、
病
院
か

ら
の
請
求
書

（内
訳
明
細
が
記
載

さ
れ
て
い
る
）
等
、
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
ク
ー
ボ
ン
券
や
高
額

療
養
費
支
払
資
金
貸
付
基
金
に
つ

い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
税
務
課
国

民
健
康
保
険
係
ま
で
。

■
２

・
１
１
１
１
（内
線
１
５
２
）

ス
ポ
大
会
で
町
選
手
団
大
健
闘

国
体
の
正
式
競
技
と
は
別
に
し
て
、
県
内
各
地
に
お
い
て

「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ヨ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
が
実
施
さ
れ
、
本
‐―――
か
ら
の
代
表
選
手
―ヽ１
と

し
て
七
競
技
九
選
手
団
合
計
八
十
七
名
を
派
遣
．
夏
季
大
会
で
は
、
九
月
十

´
～

十
二
日
に
次
の
各
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
大
健
闘
し
ま
し
た
の

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
２
チ
ー
ム

（波
野
村
）
　

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ー
チ
ー
ム

（津
奈
本
町
）
　

▽
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
チ
ー
ム

（菊
水
町
）
　

▽
ペ
タ
ン

ク
ー
チ
ー
ム

（
二
加
和
町
）
　

▽
少
年

・
少
女
剣
道
１
チ
ー
ム

（自
水
村
）
　

▽

少
年

・
少
女
サ
ツ
カ
１
１
チ
ー
ム
　

（
一
の
宮
町
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‐

中
で
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー

（高
森
小
）
が
■
―
卜
優
勝

を
果
た
し
、
少
年
少
女
剣
道
で
は
三
位
に
人
賞
。
そ
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

は
甲
斐
昭

一
さ
ん
が
個
人
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

．　
　
　
　
＝．国‐‐‐‐‐■
老■
壕嚇
■
■

”

一議

グラウンドゴルフで個人
2位入賞の甲斐昭―さん 優勝したゲー トボールチーム

優勝した少年・少女サッカー (高森小)

秋季デモスポ大会  ミニバレー選手団が出場
10月 24～ 25日 に蘇陽町で開催されるミニバレー大会に、町代表として45歳以上と
フリーの部に各 1チームが出場します。選手団の皆様のご健闘をお祈 りします。

(9)

く
０
電ヽ
コ
いＯ
Ｏ
ヽ

大会実施本部 機織‐理
実行委員 実行委員会

莫施本音F長 (11カ
`'2)~ 
¬

副本部長 (収入役 ・教育長)|
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匝凄罷理整憂∃
匝II=f:□
駐 車 場 部

環 境・保 健 部

式  典  部

□璽II裏亘団
匡聖:瓦璽_団

観 光・宿 音F

大会企画、進行、受付

広報記録、通信、交通、

警備、防災など

大会施設整備管理

バス・車両運行及び管理

駐車場運営管理

環境美化、保健、医療

開会式、閉会式企画進行

選手・一般・役員の接待

売店設置計画、管理

振興策策定

観光案内、宿泊案内

3位入賞の高森少年剣道クラブ

1999高森国体
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9月 21日、国道325号線バイパス豆塚前での交通キャンペーン風

景。高森町交通安全推進協議会 (交通安全母の会、交通安全協

会高森支部、町交通指導員、高森警察署、工業団地連絡協議会)の

皆さんが、通りかかる車両に交通安全を呼びかけました。
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
展
開

交
通
安
全
は
　
日
頃
の
努
力
の
　
積
み
重
ね
か
ら

「
み
ん
な
の
願
い
交
通
安
全
」
、
事
故
や
交
通
違
反
の
な
い
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

町
で
は
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交
通

安
全
意
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

九
月
九
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

　

し
て
、
今
年
も
高
森
保
育
旧
で
は

500名参加の南阿蘇交通安全高齢者のつどい

草部南部小児童も「ねがい鶴」で交通安全を
呼びかけ (草部南部支部キャンペーン)

9月 25日 (土 )午後 1時、草南小PTAと共催による車部南部支部
キャンペーン風景。同地区で取れたゆで栗と草南小児童が交通安全

の願をかけた「ねがい鶴」を贈り、交通安全を大きな声で呼びかけ

ました。通りかかつた ドライバーたちは小学生から贈られた「ねが

い鶴」を車にかけながら安全運転を讐つていました。

動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

る
交
通
事
故
防
止
を
目
指
し
た
交

一
　
　
ま
た
、
長
年
の
交
通
安
全
運
動

　

通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
や
カ
ー
ブ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
指
導

　

ミ
ラ
ー
磨
き
な
ど
の
取
り
組
み
が

■
・
　
員

の
檜
木
野
幸
男
さ
ん

（
西
中

　

見
ら
れ
ま
し
た
。
（そ
の
一
部
を
次

●
　
原
）
、
江
藤
明
徳
さ
ん

（牛
神
）
、　
　
ベ
ー
ジ
で
紹
介
。
）

本
田
英
明
さ
ん

（柳
谷
）
の
三
名

が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
を
う
け
て
、
九
月

二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
運

動
期
間
中
に
街
頭
指
導
、
街
頭
キ

ヤ
ン
ペ
ー
ン
、
児
童

・
生
徒
の
交

通
安
全
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
実

施
計
画
を
決
定
し
、
こ
れ
を
基
に

し
て
各
分
野
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
運
動

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
運
動
の

一
つ
と

●

■
で―‐
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
お
う
と
、
交
通
安
全
推
進
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
町
内
の
各
地
区
、
団

体
、
事
業
所
、
官
公
署
、
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
な
ど
、
各
分
野
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
徹

底
着
用
を
め
ざ
し
た
交
通
安
全
運

九
月
二
十
日

に
保
護
者
会
活
動

（
甲
斐
秀

一
会
長
、
本
田
成
人
ひ

ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
会
長
）
の

一
環
と

し
て
、
親
子
交
通
安
全
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
水
村
営
体
育
館
で
の

南
阿
蘇
交
通
安
全
高
齢
者
の
つ
ど

い
や
、
阿
蘇
南
部
交
通
安
全
協
会

の
六
支
部

（高
森
・色
見
・上
色
見
・

草
部
南
部
・草
部
北
部
・野
尻
）
に
よ

:贅題キヤンパーン
（キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
は
来
月
十

一
月
号
で
も
紹
介
し
ま
す
。
）

罐
Ｉ

皆さん ご協力ありがとうございました

今年は車部南部小学校での手づくりの「鶴」も交通安全を呼びかけ

●

りヽ力

，

左
Ｍ六
』
祉
棉
襲
市
表
急

て

き
し
隷
と
瑚
書
■
，

労
ん
功
ニ
全
郵
安
村
通

‥

交

全
国
で
地
域
安
全
運
動

を
実
施

十
月
十

一
日

（
月
）
か
ら
二
十

日
（水
）
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
地

域
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
警
察
で
は
特
に
次
の
点

を
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
乗

物
盗
の
防
止

◆
痴
漢
、
ひ
っ
た
く
り
等
路
上

犯
罪
の
防
止

◆
金
融
機
関
等
対
象
強
盗
事
件

の
防
止

ス
回
―
ガ
ン

○

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
』

○

『大
き
く
育
て
安
全
の
樹
』

非
行
や
暴
力
、
犯
罪
な
ど
を
見

か
け
ら
れ
た
ら
、
高
森
警
察
署
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
森
警
察
署
管
内

各
町
村
別
刑
法
犯
発
生
状
況

（平
成
Ｈ
年
１
月
１
日
～
８
月
末
現
在
）

高
森
町
　
　
　
２
１
件

蘇
陽
町
　
　
　
　
８
件

自
水
村
　
　
　
１
４
件

久
木
野
村
　
　
３
２
件

長
陽
村
　
　
　
４
７
件

合
計
　
　
　
１
２
２
件

一紡
犯
僣
溌
つ
ｆ
Ｊ
設
置
一

高
森
署
管
内
は
県
内
有
数
の
観

光
地
と
な
つ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
数
の
来
客
と
と
も
に
各
種
犯
罪

の
発
生
も
多
発
傾
向
で
、
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
９
年
に
発

足
し
、
地
道
な
防
犯
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

団
体

「南
阿
蘇
地
区
古
物
商
等
防

犯
協
力
会
」
（
佐
藤
光
男
会
長
）

で
は
、
こ
の
度
、
地
域
防
犯
活
動

の

一
環
と
し
て

「
防
犯
は
街
の
み

ん
な
の
心
が
け
」
と
書
か
れ
た
の

ぼ
り
旗
を
各
町
村
の
温
泉
施
設
等

に
設
置
。
会
の
皆
さ
ん
は
犯
罪
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
手
助
け

に
な
れ
ば
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
森
警
察
署
　
■
２

・
０
１
１
０

4■  0 ●南部分署

＝
月
■
日
ヽ
■
日
　
秋
の
た
災
予
防
週
間

消火器の訪間点検にご注意

点検を承諾する前に必ず契約業者であるかを確認しましよう。

トラブル防止のポイント

身分証明書等の提示を求める

契約書にハンコを押さない

はつきりと点検を拒否する

もし、気づかずに点検の承諾をしてしまつても

*請求金額の値引きを要求すると、契約を認めたことになるので言わない。
*料金をその場で支払つたり、払う約束は絶対にしない。
*点検業者のまざらわしい表現等に対して、契約の無効を主張する。

点検業者が居直つたり脅迫的な言動に出たときは近くの警察署、消防署に

通報してください。

(11) (10)
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